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５
月
18
日
、ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、瀬
田
４
丁
目

わ
き
あ
い
あ
い
苑
隣
）の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
を
管
理
運
営
す
る
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
上
岡
会
長
が
「
近
い
将
来
、
障
害

を
も
た
れ
る
方
が
自
立
し
、
生
き
が
い
を

も
っ
て
パ
ン
作
り
に
あ
た
ら
れ
、
立
派
に

社
会
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

出
席
者
一
同
が
盛
大
な
拍
手
に
よ
り
、
施

設
の
開
設
を
祝
い
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
出
席
者
は
焼
き
た

て
パ
ン
の
香
り
に
包
ま
れ
た
施
設
内
を
見

学
。
そ
の
後
、
パ
ン
の
試
食
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
員
の
皆
さ

ん
が
研
究
を
重
ね
、
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て

作
ら
れ
た
４
種
類
の
パ
ン
は
大
好
評
で
し

た
。

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会
退
任
自
治
会
長
へ
感
謝
状

　

４
月
30
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
年
３
回
行
わ
れ
て
お

り
、
町
内
全
23
地
区
の
自
治
会
長
と
古
木

町
長
を
は
じ
め
町
執
行
部
が
出
席
し
、
意

見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

は
じ
め
に
町
か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

町
自
主
放
送
デ
ジ
タ
ル
化
・
改
修
工
事
の

状
況
、
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
の
開

所
、
栄
橋
の
架
け
替
え
事
業
、
和
木
中
学

校
校
舎
改
築
工
事
等
、
９
項
目
に
つ
い
て

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
転
出
入

の
届
出
に
つ
い
て
、
宮
ノ
下
交
差
点
改
良

工
事
に
つ
い
て
等
、
自
治
会
長
の
皆
さ
ん

と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
の
行
政
懇
談
会
終
了
後
、
永
き
に

わ
た
り
自
治
会
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
森

本
富
士
男
さ
ん（
６
年
・
大
谷
）、灘
本
秀

信
さ
ん（
６
年
・
中
灰
場
）に
古
木
町
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治
会
総
会
で
自
治
会
長
の

改
選
が
行
わ
れ
、
６
名
の
方
が
新
た
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

【
新
自
治
会
長
】（
敬
称
略
）

　

久
森　

正
行
（
大
谷
自
治
会
）

　

上
木　

秀
之
（
つ
つ
じ
ヶ
丘
自
治
会
）

　

奈
良　

英
紀
（
蜂
ヶ
峯
自
治
会
）

　

國
武　

政
司

（
三
井
化
学
和
木
社
宅
自
治
会
）

　

松
並　

光
則
（
上
灰
場
自
治
会
）

　

藤
本　

明
伸
（
中
灰
場
自
治
会
）

行政懇談会のようす

森本富士男さん灘本秀信さん

ま
ち
の
話
題

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
開
所
式

テープカット

試食パンの説明を聞く出席者 焼きたてパンが並ぶ施設内を見学
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５
月
14
日
、
蜂
ヶ
峯
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
を
対
象
と
し
た
パ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
48
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
様
々
な
障
害
物
の
あ
る
18

ホ
ー
ル
に
挑
戦
し
、
互
い
の
パ
ッ
ト
に
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
楽
し
い
親
睦
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
福
祉
活
動
は
、
町
内
13
ヵ

所
に
設
置
し
て
あ
る
指
定
ア
ル
ミ
回
収
箱

か
ら
回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
を
販
売
し
て
得

た
収
益
金
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

求
人
確
保
月
間
将
来
を
担
う
若
者
の
採
用
を

要請書を受け取る松田所長
（左・新日本石油精製）

要請書を受け取る山口工場長
（左・三井化学）

　

５
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
若
者

の
地
元
で
の
就
職
の
機
会
拡
大
の
た
め
、

古
木
町
長
が
、
町
内
企
業
、
商
工
会
な
ど

を
訪
問
し
、
採
用
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
活
動
は
、
平
成
14
年
か
ら
実

施
し
、今
年
で
９
回
目
。リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢

に
あ
り
ま
す
が
、
就
職
難
に
苦
し
む
新
規

学
校
卒
業
者
や
就
職
が
決
ま
ら
ず
に
卒
業

し
た
学
生
な
ど
の
若
者
が
、
地
元
企
業
に

採
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

ま
ち
の
話
題

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
活
動

強
化
週
間
中
の
５
月
14
日
、
町
民
生
委

員
・
児
童
委
員
（
吉
國
芳
夫
会
長
）
17
名

が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
き
あ
い
あ

い
苑
」
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い

ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
、
施
設
の
周
辺
に
生

え
た
雑
草
を
丹
念
に
抜
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

和
木
小
学
校
の
新
入
生
68
名
に
、
岩
国

交
通
安
全
協
会
和
木
分
会
（
亀
谷
三
治
会

長
）
よ
り
、
交
通
安
全
の
願
い
が
込
め
ら

れ
た
傘
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
に
は
十

分
気
を
つ
け
て
登
下
校
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
話
題

新
１
年
生
に
寄
贈

ま
ち
の
話
題

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
親
睦

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

５
月
24
日
に
山
田
ミ
ツ
コ
さ
ん
が
、
満

90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長

寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十

分
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。

山田ミツコさん



�

“
じ

ぶん
”輝く生涯学

習

み
んな
の笑顔

で地域生き生き！

社会きょういくコーナー

社会教育広報通算 387号

和木町生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

第3日曜日は
「家庭の日」
第3日曜日は

「家庭の日」

早寝早起き 朝ごはん 読　書 外遊び

わき あい愛わき あい愛わき あい愛わき あい愛
家庭の元気応援キャンペーン家庭の元気応援キャンペーン

　
「
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
」
は
、
小
学
生
た
ち
を
対
象
に
、
放
課
後

や
休
日
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
楽
し
く
学
び
、
仲
間
を
増
や
す
こ
と

を
趣
旨
と
し
た
教
室
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
様
々
な
体
験

を
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
仲
間
づ
く
り
の
き
っ

か
け
と
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、指
導
者
の
方
々
に
は
、

事
業
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
教
室
開
設
を
快
く
引
き
受
け
て
い
た

だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
48
名
の
小
学
生
が
、
様
々
な
教
室
に
登
録
し
、
活

動
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
４
月
26
日
に
事
前
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
12
日
に
は
、
今
年
度
最
初
の
教
室
で
あ
る
「
外
あ
そ
び
・

昔
あ
そ
び
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昔
あ
そ
び
と
し
て
の
け
ん

玉
で
は
、
初
め
て
の
子
も
上
手
な
子
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
外
あ
そ
び
で
は
、
木
登
り
を
し
た

り
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
５
月
15
日
に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
サ
ッ
カ
ー
、

ソ
フ
ト
）」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
ボ
ー
ル
を

蹴
る
練
習
な
ど
か
ら
始
め
、
ド
リ
ブ
ル
を
し
な
が
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
走
り
回
り
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
で
は
、
グ
ロ
ー
ブ
を
使
っ
て

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
り

し
ま
し
た
。
青
空
の
下
、
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

５
月
22
日
に
、
和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
で
は
、
小
学
校
６

年
生
の
児
童
を
対
象
に
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
は
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
心
構
え
を
調
理
実
習
、
き
り
絵
創
作

等
の
研
修
を
通
し
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
和
木
町
管
理
栄
養
士
の
山
西

ま
ゆ
み
先
生
に
よ
る
講
義｢

考
え
よ
う
食
事
の

大
切
さ｣

と
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ

ま
に
よ
る
調
理
実
習
「
み
ん
な
で
作
っ
て
お
い

し
い
食
事
！
」
で
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
プ
ル
コ
ギ
丼
、
き
の
こ
と
野
菜

の
卵
ス
ー
プ
、
洋
風
た
た
き
ご
ぼ
う
、
い
ち
ご

白
玉
の
四
品
で
し
た
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
料
理
を
し
て
と
も
に
味
わ
い
、
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
後
片
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、二
武
功
先
生
の
指
導
の
下
、「
楽

し
い
き
り
絵
教
室
」
も
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の

子
ど
も
た
ち
も
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
真
剣

に
作
品
を
仕
上
げ
、
で
き
た
美
し
い
作
品
に
と

て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。
な
お
、
こ
の
作
品
は

８
月
22
日
に
行
わ
れ
る
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口

国
体
銃
剣
道
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
で
選
手

団
等
に
記
念
品
と
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

食育の発表のようす

出来上がった「きり絵」

外あそび・昔あそび
　　 〈里山教室〉
　　 〈ハス堀り体験〉
　　 〈けん玉教室〉
　　　　　　※新規

サッカー
ソフトボール
バスケットボール
軟式野球
バレーボール
体操
弓道
剣道

自然観察教室
史跡めぐり教室
やきもの教室
職場体験　　※新規

ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈今年度実施の教室〉

※�職場体験は、中学生がわきあい
あい苑で活動します。中学校を
通じて募集しています。
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近
年
、
私
た
ち
の
食
生
活
を
め
ぐ
っ
て

は
、
栄
養
の
偏
り
、
不
規
則
な
食
事
、
肥

満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
等
、
様
々
な
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
17
年
に
『
食
育
基
本
法
』
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
法
に
基
づ
き
、
国
で
は
『
食
育

推
進
基
本
計
画
』（
平
成
18
年
３
月
）、
山

口
県
で
は
『
や
ま
ぐ
ち
食
育
推
進
計
画
』

（
平
成
19
年
３
月
）
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
、県
の
動
向
を
踏
ま
え
、

和
木
町
で
は
「
食
育
」
に
関
す
る
施
策
を

進
め
て
い
く
上
で
の
基
本
的
な
指
針
と
な

る
『
和
木
町
食
育
推
進
計
画
』
を
策
定
し

ま
し
た
。

【
計
画
の
期
間
】

　

平
成
22
年
度
（
２
０
１
０
年
度
）
～
平

成
26
年
度
（
２
０
１
４
年
度
）
の
５
年
間

【
計
画
の
基
本
理
念
】

「
食
で
育
む
健
や
か
な
心
と
か
ら
だ
」

　

県
計
画
と
同
様
に
、
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
食
育
を
重
点
と
し
た
施
策
を
積
極
的

に
講
じ
て
い
き
ま
す
。

【
食
育
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策
】

　

食
育
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、
行
政
な
ど
様
々

な
分
野
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

『
和
木
町
食
育
推
進
計
画
』
を

策
定
し
ま
し
た

①
家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推
進

②�

学
校
・
保
育
所
等
に
お
け
る
食
育
の

推
進

③�

地
域
に
お
け
る
食
生
活
改
善
の
た
め

の
取
り
組
み
の
推
進

④�

生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
の
促
進
、

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
林
漁
業
の

活
性
化
等

⑤�

食
文
化
の
継
承
の
た
め
の
活
動
へ
の

支
援
等

⑥
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
提
供
等

⑦
食
育
推
進
運
動
の
展
開

【
食
育
の
推
進
体
制
】

　

食
育
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
企
画

総
務
課
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
教
育
委

員
会
、
保
健
福
祉
課
と
い
っ
た
食
育
に

関
係
す
る
課
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

食
育
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
食
育
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
各
種
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
が
連
携
し
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
た

食
育
推
進
運
動
を
展
開
す
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
団

体
と
の
協

力
体
制
作

り
を
進
め

て
い
き
ま

す
。

６月は「食育月間」です　～毎月 19日は「食育の日」～

　総合健診を申込みされた方にはすでに受診票
のセットをお配りしました。必ず開封して、内
容を確認してください。特に通知書には、指定
の受付日・受付時間を記載していますので、都
合が合わない場合は健診の３日前までに保健相
談センターへご相談ください。
　健診車（バス）が４台駐車しますので、保健
相談センター付近は駐車できません。お車での
ご来場はご遠慮ください。駐車スペースが少な
く、ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願い
します。

〈その他の注意事項〉
○�受診票にはすべて鉛筆、またはシャープペン

シルで濃く記入してください。（特定・高齢健
診は、マークシート方式です。）

○�国保と後期高齢者保険の方は、保険証を持参
してください。

○�特定健診と高齢者健診の料金は、つり銭が要
らないように準備してください。

○�詳しくは添付の ｢健診の正しい受け方｣ を、
お読みください。

問合せ ▼保健相談センター（５２－７２９０）

◆◆◆　総合健診のお知らせ　◆◆◆

◆◆◆　乳がん検診のお知らせ　◆◆◆

　乳がん検診を申し込んだ方には、総合健診のセッ
トとは別便で受診券をお届けしました。受診券の
上部分に記載してある注意書きをお読みください。
指定医療機関名簿の中から医療機関を選び、予約
の連絡をしてください。受診票は医療機関にあり
ます。
問合せ ▼保健相談センター（５２－７２９０）

　献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。現
在、全国的に血液が不足しています。多くの皆さ
まのご協力をお待ちしています。

200 ｍｌ ・ 400 ｍｌ 献血のお知らせ200 ｍｌ ・ 400 ｍｌ 献血のお知らせ

日　時 ▼７月７日（水）
　　　  １０時～１２時
　　　  １３時～１５時３０分
場　所 ▼保健相談センター
問合せ ▼保健相談センター
　　　　　　　（５２－７２９０）
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※ 6 月 24 日は総合健診のため、プレイルームはお休みです。

月日（曜） 行　　事 対　　　　象 受 付 時 間 場　　所

6 月 16 日（水）
健康相談

１歳６ヶ月児検診
３歳児検診

プレイルーム
すくすく計測・相談会

子宮がん検診

一般の方
平成 20 年 11 月～ 12 月生まれ
平成 19 年 5 月～ 6 月生まれ

乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

申込み済みの方

9：30 ～ 10：30

12：45 ～ 13：00

10：00 ～ 15：00
13：30 ～ 14：30
9：00 ～ 10：50

13：00 ～ 14：50

8：00 ～  9：50

9：00 ～ 10：50
13：00 ～ 14：50
9：30 ～ 10：30

10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：30
10：00 ～ 15：00
9：30 ～ 10：30

体育センター

（6月 16 日～ 7月 15 日）

17 日（木）

21日（月）
・22 日（火）

23 日（水）
24 日（木）
25 日（金）
26 日（土）
28 日（月）
29 日（火）

30 日（木）

7 月 5 日（月）

7 日（水）
8 日（木）

15 日（木）

総合健診

子宮がん検診

健康相談

献血

プレイルーム
健康相談

申込み済みの方

申込み済みの方

一般の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方
一般の方

体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

●作り方
①下準備
米…炊飯する。
牛薄切り肉…２㎝幅に切る。
たまねぎ…薄切り。
ピーマン…せん切り。
にんじん…�せん切り。皿に入れて、ラップをし、

レンジにかけておく。
しめじ…�石づきを除き、小房に分ける。大きいも

のは２つに切る。
にら…２㎝幅に切る。
にんにく…みじん切り。
②炒める
　テフロン加工のフライパンに、ごま油を熱し、
にんにく、たまねぎ、ピーマンを炒める。
　あらかた炒まったら、にんじん、しめじも加え、
しんなりするまで加熱する。皿に取りだしておく。
　空いたフライパンで牛肉を炒める。炒まった
ら、皿に取りだしておいた野菜を戻し、ⓐとにら
を加える。水溶き片栗粉でとろみをつける。
　どんぶりに入れたご飯の上に盛り付けて、出来
上がり。
 （１人分エネルギー４７２キロカロリー）
　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送して
います。ご覧ください。

野菜もしっかり摂れるどんぶりです。
（和木町食生活改善推進協議会　３班）

 「歯の衛生週間」中の
無料口腔健診及び相談の実施
―歯・口腔の健康は健診から―

日　時 ▼６月４日～１０日（日曜日は除く）
場　所 ▼山口県下の歯科医院
対　象 ▼県民
料　金 ▼無料
申込み ▼ �電話か受付で歯科医院にお申込みく

ださい。
問合せ ▼山口県歯科医師会
　　　　　　（０８３－９２８－８０２０）

牛薄切り肉
たまねぎ
ピーマン
にんじん
しめじ
にら
にんにく
ごま油
米

しょうゆ・・
みそ・・・・・・
豆板醤・・・・
酒・・・・・・・・
水・・・・・・・・
片栗粉・・・・
水・・・・・・・・

・・・200 ｇ
・・・・・120 ｇ
・・・・・・40 ｇ
・・・・・・60 ｇ
・・・・・・・・60ｇ
・・・・・・・2～ 3本

・・・・・1カケ
・・・・・小さじ 2

・・・・・・・・・・・・・2合

大さじ2
小さじ１
小さじ1/4～1
大さじ１
大さじ2
小さじ1
大さじ3〔

〔
プルコギ丼
（材料４人分）

ⓐ



�

期　

日
▼
４
月
25
日

場　

所
▼
下
松
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

結　

果
▼
準
優
勝

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

期　

日
▼
４
月
29
日

場　

所
▼
中
関
小
学
校
体
育
館
他

結　

果
▼
Ｃ
級
準
優
勝

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
部

期　

日
▼
４
月
29
日

場　

所
▼
豊
平
ど
ん
ぐ
り
球
場
（
参
加

　
　
　
　

60
チ
ー
ム
）

結　

果
▼
優
勝

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

第
30
回
防
府
市
近
郊

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
29
回
中
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

安
佐
親
善
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期　

日
▼
３
月
14
日

場　

所
▼
県
弓
道
場

結　

果
▼

●
遠
的
（
60
ｍ
）
競
技

　

四
段
以
上
の
部

　

優
勝　

中
村
恭
二
（
和
木
４
丁
目
）

　

三
段
以
下
の
部

　

優
勝　

竹
島
佳
宏
（
和
木
５
丁
目
）

第
59
回
知
事
杯
争
奪
弓
道
大
会

　

５
月
16
日
、
晴
天
の
下
、
体
育
協
会
主

催
の
「
地
域
安
全
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
自
治
会
を
代
表

し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
６
チ
ー
ム
・
ト
リ
ム

バ
レ
ー
５
チ
ー
ム
が
参
加
。
各
競
技
と
も

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
で
優
勝
し
た
前

組
自
治
会
は
、こ
れ
ま
で
こ
の
大
会
で
は
、

１
勝
が
目
標
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

自
治
会
の
結
束
に
よ
り
、
新
た
な
チ
ー
ム

を
編
成
、目
標
を
達
成
す
る
だ
け
で
な
く
、

優
勝
へ
と
一
気
に
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
挨
拶
で
、
体
育
協
会
重
本
会
長

は
、
今
年
の
大
会
に
つ
い
て
、「
晴
天
に

恵
ま
れ
、大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
お
い
て
大
変
な
熱
戦

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
毎
年
参

加
チ
ー
ム
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
自
治
会
も
ぜ
ひ

来
年
は
、参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

と
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
】

　

１
位　

前
組
自
治
会

　

２
位　

上
灰
場
自
治
会

　

３
位　

上
組
自
治
会
・
新
地
自
治
会

【
ト
リ
ム
バ
レ
ー
の
部
】

　

１
位　

瀬
田
・
関
ヶ
浜
自
治
会

　

２
位　

前
組
自
治
会

　

３
位　

沖
灰
場
自
治
会

地
域
安
全
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

力強く選手宣誓 宮本ゆかりさん
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５
月
５
日
、和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で「
第

21
回
和
木
町
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
体
育
協
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
２
１
５
名
の
参
加
と
な
り
、

最
適
な
天
候
の
中
、
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が

数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

廣
本　

真
（
岩
国
市
）

　

準
優
勝　

村
本
悦
男
（
大
竹
市
）

　

第
３
位　

島
﨑　

均
（
和
木
町
）

　

４
月
23
日
、
18
時
30
分
よ
り
、
総
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
で
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
会
員
が
出
席
し
、
重
本
正
明
会

長
は
、
冒
頭
に
２
０
１
１
年
「
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
銃
剣
道
競
技
」
の
開
催
に

向
け
、
会
員
の
国
体
へ
の
意
識
の
向
上
と

団
結
を
求
め
、
体
育
協
会
が
中
心
と
な
っ

て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
力
強
く
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
岡
宣
雄
副
町
長
は
、
国
体
開

催
に
会
員
全
員
の
協
力
を
強
く
要
請
し
、

米
本
正
明
議
長
は
、
国
体
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
よ
る
住
民
の
よ
り
一
層
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
会
員
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
育
協
会
に
は
、２
０
１
１
年
10
月
「
お

い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
銃
剣
道
競
技
」
開

催
に
向
け
た
更
な
る
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 第

21
回
和
木
町
ゴ
ル
フ
大
会

体
育
協
会
総
会
開
催

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
開
催
に
向
け
て
団
結
！

日　時 ▼７月１０日（土）　開場１２時　開演１３時
入場料 ▼３，５００円
※�６月７日（月）より、総合コミュニティセンター及び文化会

館にて、チケットを発売します。
※�６月７日は、９時から総合コミュニティセンターでのみ

販売します。
問合せ ▼文化協会（５２－２１９１）

かおり会民謡の祭典

日　時 ▼６月２０日（日）
　　　　１１時～
場　所 ▼文化会館
入場料 ▼無料

問合せ ▼文化協会（５２－２１９１）

チャリティカラオケ発表会

第１２回美術教室作品展
日　時 ▼６月１１日（金）～１７日（木）
　　　　１０時～１７時
展示内容 ▼

　油絵や水彩画
　などを多数展
　示
入館料 ▼無料	
問合せ ▼文化協会（５２－２１９１）

和木美術館情報

日　時 ▼６月６日（日）　１３時～
場　所 ▼文化会館
入場料 ▼無料

問合せ ▼文化協会（５２－２１９１）
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司　　会 ▼ �前回の３８年の国体のときに、プラカードを持って行進した
ということですが、そのときの様子をお聞かせください。

吉賀さん ▼ �私は、当時、中学２年生。ガールスカウトの制服姿に憧れ
て、入団しました。この国体の時は、ガールスカウトのメン
バーや同級生など、小・中学生も協力しました。写真は、校
旗、吹奏楽部のプラカードを持ってパレードしているもので
す。どこを歩いたかはよく覚えていませんが、町内を歩いた後、
中学校グラウンドを行進しました。多くの村民の方が見学さ
れていて、とても緊張しました。また、父（政雄さん）も国
体旗のリレーに参加したことを覚えています。

司　　会 ▼試合を観戦されたということですが。
吉賀さん ▼ �たくさんの小・中学生、村民の方々がフェンシングの試合を見学しました。

会場は、カーテンを全て閉め切り、審判の音が聞きとれなければいけない
ということで、静かに観戦しました。技が決まった時はとてもかっこよく、
家に帰って、フェンシングのまねをした思い出があります。

司　　会 ▼今回の国体への思いをお話しください。
吉賀さん ▼ �まさか、今回の国体にも協力できるとは思っていませんでし

たので、とても光栄なことです。また、中学校体育館とはと
てもご縁があり、前回大会、大和橋開通の際に三世代で渡り
初めをした時の祝賀式典、今はバレーボールで毎週利用させ
ていただいています。このように、いろんな思いがあります
ので、ぜひ、成功するよう頑張りたいと思います。

No.2No.2

山口国体和木町実行委員会事務局
〒 740 － 0061
　和木町和木２丁目１－１
　文化会館２階（ 54 － 0031）
　　　　　　　　　（ 54 － 0032）

銃 剣 道 競 技 会

国
体
わ
た
し
の
思
い
出

国
体
わ
た
し
の
思
い
出

本大会　会期：平成 23年 10 月 7日（金）～ 9日（日）会場：和木中学校体育館
　　　　リハーサル大会　会期：平成 22年 8月 22日（日）　　　会場：和木中学校体育館

おいでませ ！ 山口国体  銃剣道競技リハーサル大会

◆開催日　８ 月 ２ ２ 日（日）　  ◆会　場　和木中学校体育館

　２０１１年１０月に開催される国体本大会のリハーサル
大会です。中国各県から選ばれた選手の白熱した試合を
観戦できます。
　多くの皆さまの応援をお待ちしています。

　　問合せ ▼和木町国体実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　（５４－００３１）

吉
賀
八
重
子
さ
ん

プラカードを持って行進する
吉賀さん（左）と浅井田さん（右） 
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
６
月
17
日


　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（

52
ー
１
６
１
６
）

※�

町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
右

記
の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
～
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所
▼�

い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー
１
５
２
５
）

行

政

相

談

各
種
お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

精
神
保
健
相
談

日　

時
▼
７
月
１
日
　

13
時
～
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
賃
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（

52
ー
２
１
９
５
）

　

現
在
、
日
本
国
内
に
不
法
滞
在
し
て
い

る
外
国
人
は
10
万
人
あ
ま
り
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
法
滞
在
者
に
よ
る
凶
悪
犯

罪
や
不
法
就
労
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
外
国

人
を
雇
用
す
る
際
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外

国
人
登
録
証
明
書
で
在
留
資
格
・
在
留
期

間
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
不
法

滞
在
者
や
就
労
で
き
な
い
外
国
人
を
雇
用

す
る
と
、
不
法
就
労
助
長
罪
と
し
て
処
罰

さ
れ
ま
す
）

○�

近
所
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
見
知
ら
ぬ
外

国
人
が
出
入
り
し
て
い
る

○�

近
所
の
会
社
（
工
場
・
工
事
現
場
等
）

に
外
国
人
が
人
目
を
避
け
る
よ
う
に
し

て
働
い
て
い
る

な
ど
、
不
審
な
外
国
人
、
不
法
滞
在
、
不

法
就
労
外
国
人
に
関
す
る
情
報
は
岩
国
警

察
署
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
警
察
署　

岩
国
地
区
沿
岸

警
備
協
力
会　
　
　
（

24
ー
０
１
１
０
）

特
設
人
権
相
談
所

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を
！

内　

容
▼
県
内
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
、

１
５
０
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反
の
達
成

に
よ
り
、
参
加
者
は
も
と
よ
り
、
広
く
県

民
の
交
通
安
全
意
識
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
及
び
安
全
運
転
の
習
慣
化
に
よ
り
交
通

事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

募
集
期
間
▼
７
月
３
日

ま
で

実
施
期
間
▼
７
月
４
日

～
11
月
30
日


参
加
費
▼
無
事
故
・
無
違
反
を
証
明
す
る

「
運
転
記
録
証
明
書
」
の
申
請
手
数
料
と

し
て
１
人
当
た
り
７
０
０
円
が
必
要
。

賞　

品
▼
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
旅
行

ク
ー
ポ
ン
券
等
を
贈
呈

申
込
み
▼
役
場
等
に
備
え
付
け
の
所
定
の

参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
チ
ー
ム
の
参
加

費
を
郵
便
局
か
ら
払
い
込
み
の
上
、
振
替

払
込
請
求
書
兼
受
領
証
を
添
え
て
、
企
画

総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（

52
ー
２
１
３
６　

内
線
３
０
７
）

　

役
場
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
場
合
、
体
感
温

度
が
２
度
程
度
低
く
な
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
省
エ
ネ
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　

爽
や
か
で
清
々
し
い
服
装
を
心
が
け
ま

す
の
で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集
！

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
運
動
実
施
中
！

　

平
成
22
年
５
月
か
ら
、
気
象
台
が
発
表

す
る
気
象
警
報
・
注
意
報
が
市
町
村
を
対

象
と
し
て
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
和
木
町
に
災
害
発
生
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
和
木

町
と
岩
国
市
を
含
む
「
岩
国
地
域
」
に
対

し
て
警
報
・
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
22
年
５
月
27
日
か
ら
は
、

「
和
木
町
」
に
対
し
て
発
表
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
大
雨

や
洪
水
な
ど
の
警
報
が
放
送
さ
れ
る
と
き

は
、
画
面
に
表
示
で
き
る
文
字
数
や
読
み

上
げ
可
能
な
文
章
の
範
囲
内
で
伝
え
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
地

域
名
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意
報
の

詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w

.jm
a.go.jp/

）

や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

の
携
帯
電
話
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
m

lit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.
htm

l

）
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
▼
下
関
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

（

０
８
３
ー
２
３
４
ー
４
０
０
７
）

市
町
村
警
報
の
運
用
開
始防災情報提供センター
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こ
の
制
度
は
、
左
記
に
該
当
さ
れ
る
方

の
医
療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
（
県
・

町
）
で
負
担
す
る
も
の
で
、
各
人
の
申
請

に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

・�

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
か
ら
３
級
所

持
者

・�

国
民
年
金
法
で
定
め
ら
れ
た
、
１
級
に

該
当
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

・�

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
（
重
度
）

に
該
当
す
る
方

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
に
該

当
す
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

　
（
公
営
の
施
設
入
所
者
、
生
活
保
護
法

に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す

る
方
、原
子
爆
弾
被
害
者
援
護
法
に
よ
る
、

一
般
疾
病
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。）

※�

所
得
制
限
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
更
新
時
期
】

　

６
月
14
日

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

７
月
１
日
以
降
は
新
し
い
受
給
者
証
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

現
在
、
該
当
し
て
い
る
方
に
は
、
申
請

用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
が
、
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
保
健
福
祉
課
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（

52
ー
２
１
９
５
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
送
付
の
際
に
、

必
要
な
方
に
は
点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
お

送
り
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の

方
に
つ
い
て
は
、
８
月
の
更
新
に
伴
い
新

し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に
お
届
け
し
ま

す
が
、
必
要
な
方
に
は
点
字
シ
ー
ル
（
封

筒
に
「
保
険
証
在
中
」、
保
険
証
に
「
保

険
証
」
と
点
字
を
打
刻
）
を
貼
っ
た
う
え

で
の
送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
場
合
は
、
６
月
30
日

ま
で

に
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（

52
ー
２
１
９
５
）

　

国
民
年
金
の
平
成
22
年
度
の
保
険
料
は
、

月
額
１
５
，
１
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

送
ら
れ
て
い
る
１
年
分
の
納
付
書
に
よ
っ

て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。
納
付

窓
口
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
窓
口
で

口
座
振
替
の
届
け
出
も
出
来
ま
す
。
口
座

振
替
で
保
険
料
を
納
め
る
場
合
、
月
々
の

保
険
料
を
『
口
座
振
替
の
早
割
』
で
１
ヵ

月
早
め
て
納
付
す
る
と
年
間
６
０
０
円

（
月
額
50
円
）
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し
て
は
、
申
請

を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替・
口
座
振
替
早
割・
免
除
制
度

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、保
健
福
祉
課
ま
た

は
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（

52
ー
２
１
９
５
）

岩
国
年
金
事
務
所
（

24
ー
２
２
２
２
）

交
通
事
故
な
ど
で
治
療
を
受
け
る
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

交
通
事
故
な
ど
、第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
保
健
福
祉
課

へ
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

　

本
来
は
加
害
者
が
治
療
費
を
負
担
す
る

も
の
（
自
賠
責
保
険
な
ど
）
で
す
の
で
、

国
民
健
康
保
険
が
一
時
的
に
立
替
払
い
を

し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
後
日
、
加
害
者

に
請
求
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
に
あ
わ
れ
た
と
き
は
、

必
ず
保
健
福
祉
課
に
連
絡
し
、
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
国

民
健
康
保
険
の
給
付
を
停
止
し
た
り
、
給

付
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
示
談
の
前
に
必
ず
保
健
福
祉

課
に
ご
連
絡
、届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
▼

○
被
保
険
者
証

○
印
鑑

○
交
通
事
故
証
明
書（
人
身
事
故
の
も
の
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（

52
ー
２
１
９
５
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
！

国
保
世
帯
の
方
へ

　

国
保
に
加
入
し
た
り
、
脱
退
す
る
と
き

は
、
14
日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生

し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格
を

外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受

診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
お
返
し
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
の
際
は
、
資
格
異
動
日

の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
も
の
を

ご
持
参
の
上
、届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の
▼

○�

社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は

離
職
票

○�

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
金

証
書

脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の
▼

○�

社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全

員
分
）
ま
た
は
資
格
取
得
証
明
書

○
国
保
の
被
保
険
者
証
（
返
却
の
た
め
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課（

52
ー
２
１
９
５
）

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
？
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民
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
、
議
会
活
動

の
報
告
や
町
政
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

行
う
た
め
に
、議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

議
会
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を

お
聞
き
し
、
議
会
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
６
月
４
日
　

18
時
～
20
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

問
合
せ
▼
議
会
事
務
局（

52
ー
２
１
３
７
）

受
験
資
格
▼�

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
の
程
度
▼
高
校
卒
業
程
度

申
込
期
間
▼
６
月
22
日

～
６
月
29
日


※�

申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ
け
郵
送（
簡

易
書
留
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
６
月

29
日

ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

申
込
先
▼
受
験
し
よ
う
と
す
る
第
１
次
試

験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

※�

採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験
を
全
国

ど
こ
の
試
験
地
で
も
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

第
１
次
試
験
日
▼
９
月
５
日


試
験
地
▼
山
口
市
、
広
島
市
な
ど

試
験
種
目
▼�

教
養
試
験
、
適
性
試
験
、
作

文
試
験

問
合
せ
▼
広
島
国
税
局
総
務
部

（

０
８
２
ー
２
２
１
ー
９
２
１
１
）

第
１
回
和
木
町
議
会
報
告
会

税
務
職
員
募
集

　

町
税
等
は
納
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
法
律
の
定
め
に
従
っ
て
「
延
滞
金
」

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
相
談
や
ご

連
絡
も
な
く
滞
納
を
続
け
て
い
ま
す
と
、

財
産
の
差
押
な
ど
の
「
滞
納
処
分
」
を
受

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
失
業
や
病
気
な

ど
に
よ
り
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
す
ぐ
に

納
付
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

ま
ず
、
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
税
務
課
（

52
ー
２
１
９
３
）

　

こ
の
届
は
６
月
１
日
現
在
の
養
育
の
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
６
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
左
記
の
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
以
降
に
こ
ど
も
手
当
認
定

請
求
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

提
出
書
類
▼

①
こ
ど
も
手
当
現
況
届

②�

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
方
）

③
印
鑑

④�

請
求
者
自
身
の
子
で
あ
り
、
そ
の
児
童

と
別
居
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
児
童

と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
申
立
書
（
申
立
書
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
あ
り
ま
す
）

⑤�

④
の
児
童
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
児
童

の
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

提
出
期
限
▼
６
月
30
日


問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

こ
ど
も
担
当
室
（

52
ー
２
１
９
４
）

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

和
木
町
で
は
、
聴
覚
に
障
害
を
お
持
ち

の
方
へ
の
情
報
伝
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育

成
す
る
た
め
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講

座
を
開
設
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
受
講
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象
▼�

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

18
歳
以
上
の
方

日　

時
▼
７
月
11
日

、
25
日

、
８
月

８
日

、
22
日

、
29
日

、
９
月
５
日


、
12
日

、
19
日

、
10
月
３
日


　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
20
分
～
16
時

場　

所
▼�

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

定　

員
▼
10
名
（
先
着
順
）

内　

容
▼
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

受
講
料
▼
無
料（
※
テ
キ
ス
ト
代
等
で
４
千

円
程
度
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

募
集
期
限
▼
６
月
15
日


申
込
み
・
問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー
２
１
９
５
）

納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
ら

早
め
の
相
談
を
！

こ
ど
も
手
当
現
況
届
は
６
月
30
日
ま
で
に

日　

時
▼
６
月
11
日

～
７
月
30
日


　
　
　
　
（
月
、
祝
日
を
除
く
）

場　

所
▼
和
木
町
立
図
書
館

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

53
ー
３
１
２
３
）

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐

震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数

が
３
以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額　

60
万
円

※�

耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に

耐
震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
６
月
か
ら
、
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課　

管
理
係

（

52
ー
２
１
９
７
）

教
科
書
展
示
会

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

◆
要
約
筆
記
と
は
：
聴
覚
障
害
者
（
と
り

わ
け
中
途
失
聴
者
な
ど
、
第
１
言
語
を
手

話
と
し
な
い
方
）
へ
の
情
報
保
障
手
段
の

一
つ
で
話
し
て
い
る
内
容
を
要
約
し
、
文

字
と
し
て
伝
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度
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採
用
予
定
人
員
▼

　

�

消
防
吏
員
（
消
防
士
・
救
急
救
命
士
）

12
名
程
度

受
験
資
格
▼

①�

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②�

採
用
後
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
構
成
市

町
内
（
岩
国
市
、
和
木
町
）
に
居
住
で

き
る
方

③�

身
体
強
健
で
運
動
能
力
に
優
れ
、
消
防

行
政
を
遂
行
す
る
う
え
で
必
要
な
基
準

を
満
た
し
て
い
る
方

受
付
期
間
▼
７
月
１
日

～
８
月
２
日


一
次
試
験
▼
９
月
19
日
　

９
時
～

場　

所
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
講
堂

試
験
種
目
▼
一
般
教
養
（
高
等
学
校
卒
業

程
度
）、
適
性
試
験

二
次
試
験
▼
面
接
、
身
体
検
査
、
小
論
文
、

体
力
テ
ス
ト
（
試
験
日
は
10
月
中
旬
を
予

定
）

採
用
予
定
日
▼
平
成
23
年
４
月
１
日

申
込
み
・
問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

（

22
ー
１
２
３
０
）

岩
国
地
区
消
防
職
員
募
集

　

和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会
で
は
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
た
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、
各
種
の
人
権
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、

や
ま
ぐ
ち
女
性
財

団
の
講
師
派
遣
事
業
を
活
用
し
て
、
男
女

共
同
参
画
社
会
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
▼
６
月
22
日
　

15
時
～
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

講　

師
▼
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト　

岸
か
お
る

テ
ー
マ
▼
Ｄ
Ｖ
を
な
く
す
た
め
に

受
講
料
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー
２
１
９
５
）

●
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
等
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
に
係
る
平
成
21
年
度
分
の
確

定
保
険
料
と
平
成
22
年
度
分
の
概
算
保
険

料
の
申
告
・
納
付
手
続
は
６
月
１
日
か
ら

７
月
12
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
子
申
請
・
電
子
納
付
に
つ
い
て

　

電
子
申
請
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
申
告
書
を
電
子
申
請
し
た
場
合
に

は
電
子
納
付
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

６
・
７
月
の
２
ヵ
月
間
山
口
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
に
、
労
働
保
険
手
続
に
係

る
電
子
申
請
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

（

０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
６
６
）

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！

人
権
施
策
推
進
協
議
会
研
修
会

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の

促
進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築

し
た
方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機

関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ

の
借
入
額
に
対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居

住
用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建

設
ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る

償
還
金
の
う
ち
、利
子
に
相
当
す
る
額（
年

額
上
限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月

か
ら
60
ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
役
場
都
市
建
設

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

52
ー
２
１
９
７
）

労
働
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
ご
利
用
を
！

　

県
で
は
、
賃
金
、
休
暇
、
残
業
、
解
雇

な
ど
、
各
種
労
働
問
題
に
お
応
え
す
る
労

働
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
時
▼
月
曜
日
～
土
曜
日

　
　
　
　
　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

相
談
員
▼
社
会
保
険
労
務
士

相
談
料
▼
無
料

相
談
場
所
・
問
合
せ
▼
県
労
働
政
策
課
労

働
情
報
セ
ン
タ
ー
内
（
県
庁
８
階
）

（

０
８
３
ー
９
３
３
ー
３
２
３
２
）

労
働
問
題
で
お
困
り
の
方
へ

　

日
常
の
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
大
地
震
な

ど
の
大
災
害
時
に
は
、
消
防
団
の
果
た
す
役

割
は
特
に
大
き
く
、
地
域
防
災
の
中
核
と
し

て
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

若
い
皆
さ
ん
の
消
防
団
へ
の
参
加
が
不
可

欠
で
す
。
あ
な
た
も
消
防
団
員
に
な
り
ま

せ
ん
か
？　

　

現
在
、
瀬
田
地
区
、
関
ヶ
浜
地
区
の
団

員
を
募
集
中
で
す
。

　

地
域
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
の
、
消
防

団
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件
▼

◎�

和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上

の
方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。
女
性
団

員
の
方
大
歓
迎
で
す
）

◎
志
操
堅
固
で
身
体
強
健
で
あ
る
こ
と

消
防
団
員
の
処
遇
▼

◎�

年
間
一
定
額
の
報
酬
額
が
支
給
さ
れ
る

と
と
も
に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し

た
場
合
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
５
年
以
上
勤
務
し
退
団
し
た
場
合
に

は
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎�

公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
負

傷
に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ
り

ま
す
）

◎�

被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な

制
服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
）

◎�

表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、

功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課　

消
防
係

（

52
ー
２
１
３
６　

内
線
３
０
７
）
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寄
付
・
寄
贈

今 月 の 納 税

し
ぶ
き
揚
げ
川
面
飛
び
立
つ
初
燕

一
本
の
藁
に
す
が
り
て
豆
の
花

ま
っ
さ
ら
な
風
吹
き
お
こ
す
樟く
す

若
葉

腹
拵
え
し
て
は
出
て
行
く
恋
の
猫

ビ
ニ
ー
ル
の
小
鯉
の
の
ぼ
り
風
に
舞
ふ

山
笑
ひ
火
渡
の
炎ひ

の
天
を
射
る　
　

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

大
野　

千
尋

正
中
ツ
ヤ
子

横
川
美
代
子

向
田
登
美
子

藤
上　

紀
子

和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

満
開
の
桜
見
ず
し
て
弟
は

　

浄
土
に
還
り
ぬ
両お

や親
よ
り
先
に

つ
ゆ
豆
は
殻か
ら

を
被か
ぶ

り
て
に
ょ
き
に
ょ
き
と

　

お
け
さ
踊
り
の
風
情
を
見
せ
て

ダ
ン
ボ
ー
ル
四
箱
分
の
思
い
出
を

　

乗
せ
て
桜
の
園
を
去
り
ゆ
く

薬
草
と
な
る
ら
し
杉
菜
生
い
茂
げ
る

　

日
除
け
帽
子
の
老
い
人
刈
り
ゆ
く

ゆ
っ
く
り
と
水
面
流
る
る
花
筏

　

千
代
の
描
き
し
衣き
ぬ

の
絵
の
ご
と

和
木
町
福
祉
ま
つ
り

町県民税

町営住宅使用料

　町税などの納税は便利な口座
振替をご利用ください。

問合せ ▼税務課（５２－２１９３）

・・・・・・・・・・・１期分

・・・・・・・６月分

日　

時
▼
６
月
５
日


　　　　　　　　

10
時
～
14
時

場　

所
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

総
合
福
祉
会
館

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー
８
６
４
４
）

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

　

村
重　

艶
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

　

中
岡　

庭
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

　

正
中　

佳
代
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

　

松
並　

節
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

（
５
月
句
会
）

【
相　

談
】

　

突
然
男
性
が
や
っ
て
き
て
、「
今
見

て
い
る
テ
レ
ビ
は
、
あ
と
少
し
で
見

ら
れ
な
く
な
る
。
国
が
高
齢
者
へ
の

地
デ
ジ
普
及
の
た
め
、
今
な
ら
特
別

割
引
し
て
い
る
。
今
日
契
約
し
て
欲

し
い
」
と
契
約
書
を
出
し
た
。
よ
く

理
解
で
き
ず
、
娘
に
相
談
す
る
か
ら

と
断
り
、
や
っ
と
帰
っ
て
も
ら
っ
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■�

ど
う
し
て
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
な
く
な
る
の
？

　

電
波
法
改
正
で
、
平
成
23
年

７
月
24
日
で
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ

放
送
が
終
了
し
、
す
べ
て
の
テ

レ
ビ
放
送
は
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

完
全
移
行
し
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は

戸
建
住
宅

　

ア
ン
テ
ナ
直
接
受
信
の
場
合
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
と
な
り
、

状
況
に
よ
っ
て
ア
ン
テ
ナ
方
向
の

変
更
等
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

集
合
住
宅

　

Ｕ
Ｈ
Ｆ
放
送
受
信
装
置
が
あ
れ

ば
、
基
本
的
に
受
信
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
共
同
受
信
用
ア
ン
テ
ナ

設
備
や
そ
の
他
変
更
等
が
必
要
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
本
体

　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
内
蔵
し

て
い
な
い
場
合
、
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
取
り
付
け
る
な
ど
の
方
法

で
対
応
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（

52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　

静
子
（

52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

消費者生活
   相談だより
テレビが見られなく
なるってホント !? Vol.60
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